


































は、2011 年の約 140 万 4 千人から、2015 年には約
150 万 1 千人に増加（約 6.9% の伸び率）し、病院
については、約 90 万人から約 96 万 6 千人、診療
所については、約 23 万 2 千人から約 24 万 2 千人、
訪問看護ステーションについては、約 2 万 8 千人
から約 3 万 3 千人、介護保険関係については、約












































































した。検索期間は 1983 年から 2016 年 12 月に発表
された原著論文を中心に収集した。文献収集にあ
たっては文献の掲載先からも追加選定するなどの
















た。研究方法論別にみると、28 本のうち 22 本が
定量的なアプローチによる方法論が用いられてお
り、そのうち 4 本が縦断的な測定が行われていた。
報告年代別では、1999 年以前が 1 本、2000 年から
− 3 −
四條畷学園大学看護ジャーナル　創刊号

































































































































































































　本研究の一部は、The 3rd World Academy of 
Nursing Science （Korea. 2013）で発表した。
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